
 

魚種（海域）：マダラ（オホーツク海海域） 

担当水試：中央水産試験場 

 

 要約表 

評価年の基準 

（2013 年度） 
資源評価方法 

2013 年度の 

資源状態 

2013～2014 年度 

の資源動向 

2013年1月1日 

～2013年12月31日 
CPUE 中水準 横ばい 

＊生態については，別紙資料「生態表」を参照のこと。 

 

１．漁業 

(1) 漁業の概要 

・沖合底びき網漁業 

・ 網走3隻，紋別4隻，枝幸1隻，稚内7隻の計15隻が着業する。そのうち，稚内1隻と紋別

2隻はオッタートロール船で，その他はかけまわし船である。 

・ 漁獲量の多い漁場は大和堆～網走湾および雄武沖。漁期は2月を除きほぼ周年で，盛漁

期は12～翌年1月，4～7月の2期。 

・沿岸漁業 

・ 刺し網漁業が主体である。 

・ 網走市と紋別市の漁獲量が多い。漁期は1～4月を除きほぼ周年で，沖底漁業と同様に

夏季と冬季に漁獲量の多くなる時期がある。 

 

(2) 現在取り組まれている資源管理方策 

 許可の制限条件，漁業権行使規則等で操業期間，漁具の制限等を定めている。 

 

２．評価方法とデータ 

資源評価は，漁獲量と沖合底びき網漁業のCPUEの推移，漁獲物組成に基づいて行った。 

・漁獲統計の集計 

沖合底びき網漁業の漁獲統計値には，北海道沖合底曳網漁業漁場別漁獲統計の中海区

“オホーツク(日本)”の集計値を用いた。沿岸漁業の漁獲統計値には，漁業生産高報告か

ら遠洋・沖合底びき網および北洋はえなわ・刺し網による漁獲分を除いた集計値を用いた。

集計範囲は稚内市宗谷以東の宗谷振興局管内およびオホーツク振興局管内とし，集計期間

は1～12月とした。2013年については水試集計速報値である。 

・漁獲物組成 

オホーツク振興局管内沖合で漁獲された漁獲物の年齢・体長組成を推定した。標本個体

の年齢は耳石輪紋より査定し，12月の漁獲物組成として引きのばした。 

３．資源評価 
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(1) 漁獲量および努力量の推移 

1985年以降のオホーツク海海域の漁獲量（表1，図1）は，全体に占める割合の大きい沖

合底びき網漁業（沖底漁業）の漁獲量の変動と連動して推移しており，沖底漁業では1990

年，1994年，2000年などに前年を大きく上回る漁獲があったが，その後は徐々に減少し，

2006年には682トンとなった。2009年から連続して増加したが，2012年は1,886トン，2013

年は1,336トンと減少した。刺し網を主体とする沿岸漁業の漁獲量も沖底漁業と同様の傾向

で変動しており，2004年以降は356～277トンと低い水準で推移したが，2009年から増加し，

2011年に475トンになった。そして2012年は463トン，2013年は317トンと減少した。2013

年の沖底漁業と沿岸漁業を合計した海域全体の漁獲量は1,653トンと前年から減少した。 

図2に沖底漁業の海域別漁獲量の推移を，図3に沿岸漁業の漁業種別漁獲量の推移を，そ

れぞれ時期別に示す。沖底漁業の2009年以降の漁獲増は，主として10-12月の大和堆周辺で

の漁獲増によるものであり，さらに2010年以降は，4～6月期の枝幸・雄武沖から大和堆周

辺での漁獲増により年間漁獲量が増加した。しかし，2012年は主漁場である大和堆周辺で

の漁獲が低調になり漁獲量は大きく減少した。2013年も2012年同様，大和堆周辺の漁獲が

伸びず，漁獲量はさらに減少した。沿岸漁業の2013年の漁獲量は,1-3月期の刺し網以外は，

各時期・漁業において前年より減少した。当海域における沖底漁業の主要漁法であるかけ

まわし船の年間曳き網回数は，1985年以降は1996年にかけて半減し，それ以降，減少傾向

で推移している（図4）。 

 

(2) 現在(評価年)までの資源状態 

かけまわし船によるCPUE（漁獲量／有漁網数）は2000年以降2006年まで減少が続いたが，

2007年は漁獲量が増加したために2006年を大きく上回った。2008年は減少したが2009年以

降ふたたび増加した。2010年，2011年と漁獲量が増加したことでCPUEは著しく増加したが，

2012年に大きく減少し，2013年も減少した（図5）。 

漁獲物組成について，本海域では夏季にも漁獲量の多くなる時期があり，全期間を通し

ての漁獲物組成は不明であるが，参考として，網走管内沖合で漁獲された12月の漁獲物の

体長組成と年齢組成を，図6と図7にそれぞれ示した。漁獲物は体長500mm未満の小型魚の占

める割合が大きく，年齢組成との対比からその多くは2～3歳魚と判断される。2012年に12

月の2～3歳魚の漁獲尾数は著しく減少したが，2013年はやや増加した。しかし，2009～2011

年より少なかったため，2012年と2013年は例年主体となる年齢群の資源水準が低かったこ

とが示唆される。 

以上から，当海域の資源量は2000年代に入って水準が低下したが，2007年に沖底漁業で，

2009年には沿岸漁業で漁獲量増加，沖底漁業では漁獲量，CPUEともに増加，2010～2011年

には沖底漁業でさらに大幅な漁獲増となり，資源水準が回復した。しかし，1990年代，2000

年代の前半期にみられた状況と同様に，増加は一時的なものであり，2012年と2013年は資

源水準が下がったと考えられる。なお，当海域に来遊するマダラの資源構造や移動生態は
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不明であり，今後も2～3歳魚の来遊量によって漁獲量，資源量の水準も大きく変化すると

考えられる。 

 

(3) 評価年の資源水準：中水準 

かけまわし船の漁獲実績のうち，マダラの漁獲が無い操業を除いたCPUE（漁獲量／有漁

網数）を当海域の資源状態を示す指標として，1990～2009年までのCPUEの平均値を100とし

て各年のCPUEを標準化し，中水準の幅を100±40として高水準，低水準の3区分とする基準

に従った。2013年の水準指数は103となり中水準と判断された（図8）。 

 

(4) 今後の資源動向：横ばい 

 当海域における回遊生態や漁期を通しての漁獲物組成など不明な点が多く，2009年以降

の漁獲量増加の背景，来年度以降の資源加入状況などは不明である。ただし，これまでの

漁獲動向から，一時的な増加後に急減した後は小幅な変動で推移すると考えられることか

ら，次年度にかけての資源動向は大きく変化しないと判断し，横ばいとした。 

 

４．文献 

 なし 
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表1 オホーツク海海域におけるマダラの漁獲量
（2013年の沿岸漁業は水試集計速報値）

単位：トン

図1 オホーツク海海域におけるマダラの漁獲量推移
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4‐6月

図2 沖合底びき網漁業による海域別・時期別漁獲量

図3 沿岸漁業による漁業種別・時期別漁獲量

図4 オホーツク海海域における沖合底びき網によるマダラの漁獲量および曳き網回数の推移

図5 オホーツク海海域におけるかけまわし船によるマダラCPUEの推移（有漁網のみ）
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図6 沖底漁業の漁獲物体長組成（12月）

図7 沖底漁業の漁獲物年齢組成（12月）
左図：漁獲尾数 右図：漁獲重量

図8 オホーツク海海域におけるマダラ資源水準
（資源状態を示す指標：かけまわし船のCPUE）
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生態表  魚種名：マダラ  海域名：オホーツク海海域  

    

 
図 マダラ（オホーツク海海域）の漁場図 

 

１．分布・回遊 

 北緯34度以北の北太平洋の水深550ｍ以浅の大陸棚および陸棚斜面に広く分布するが，我が国周 

辺海域では北ほど分布密度が高い。北海道オホーツク海側におけるマダラの知見は少ない。 

 

２．年齢・成長 

不明，日本海や太平洋海域のマダラと比べて成長が遅く，寿命が長いと考えられている。 

 

３．成熟年齢・成熟体長 

・オス：体長40cmから成熟する個体が見られる。 

・メス：体長50cmから成熟する個体が見られる。 

（1999年12月および2000年12月の漁獲物測定資料） 

   

４．産卵期・産卵場 

・産卵期：不明である。 

・産卵場：不明である。 

 

５．その他 

なし 

 

６．文献 

なし 
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